
(57)【要約】

光若返り、しわ除去、創傷治癒および／または疼痛軽減

の方法が、略６１０－６８０ｎｍの範囲内、かつ好まし

くは約６３０ｎｍに最大強度を有し、または略８００－

８８０ｎｍの範囲内、かつ好ましくは約８３０ｎｍの最

大強度を有する波長の光による照射を含む。光若返りの

方法が、略５５０－６００ｎｍの範囲内、かつ好ましく

は約５８５ｎｍの最大強度を有する波長の光による照射

を含む。創傷または組織損傷の治癒を促進する方法が、

略４０５から９０４ｎｍの範囲の波長内の多色放射で患

部を照射する工程を含む。好ましくは、放射は、ＤＮＡ

／ＲＮＡ合成を刺激するために、６３３、６８０、また

は７８０ｎｍの１つもしくはそれ以上の波長で実質的な

強度を有する。好ましくは、放射は、タンパク質合成を

促進するために７５０ｎｍの波長で実質的な強度を有す

る。好ましくは、放射は、細胞増殖の増大をもたらすた

めに、８９０ｎｍで実質的な強度を有する。好ましくは

、放射は、線維芽細胞増殖を抑制するために、８８０ｎ

ｍの波長で実質的な強度を有する。あるいは、放射は、

刺激因子の放出を強化するために、８２０ｎｍおよび／
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ６ １ ０ か ら ６ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 主 要 波 長 を 有 す る 狭 い 帯 域 幅 の 非 レ ー ザ ー 光 で 患 部 を
照 射 す る 工 程 を 含 む 、 患 者 の 美 容 治 療 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 ６ ２ ５ か ら ６ ３ ５ ｎ ｍ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 略 ６ ３ ０ ｎ ｍ で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ８ ０ ０ か ら ８ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 主 要 波 長 を 有 す る 狭 い 帯 域 幅 の 非 レ ー ザ ー 光 で 患 部 を
照 射 す る 工 程 を 含 む 、 患 者 の 美 容 治 療 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 ８ １ ０ か ら ８ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 略 ８ ３ ０ ｎ ｍ で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 光 の 強 度 が 、 ０ ． １ か ら １ ０ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 光 の 強 度 が 、 １ か ら １ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 治 療 ま た は 治 療 セ ッ シ ョ ン の 総 光 線 量 が 、 ０ ． １ か ら ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、
請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 総 光 線 量 が 、 ０ ． ５ か ら １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ に 範 囲 に あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 美 容 治 療 が 、 光 若 返 り 治 療 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 治 療 が 、 照 射 の 工 程 前 に 光 感 作 物 質 を 患 部 に 適 用 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 １ １ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 光 感 作 物 質 が 、 内 因 的 に 適 用 さ れ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 光 感 作 物 質 が 、 外 因 的 か ら 適 用 さ れ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 治 療 が 、 照 射 の 工 程 前 に 光 感 作 物 質 を 患 部 に 適 用 す る 工 程 を 含 ま な い 、 請 求 項 １ １
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 美 容 治 療 が 、 し わ の 軽 減 ま た は 除 去 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 ６ １ ０ か ら ６ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 主 要 波 長 を 有 す る 狭 い 帯 域 幅 の 非 レ ー ザ ー 光 で 患 部 を
照 射 す る 工 程 を 含 む 、 創 傷 ま た は 皮 膚 潰 瘍 の 治 療 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 ６ ２ ５ か ら ６ ３ ５ ｎ ｍ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 略 ６ ３ ０ ｎ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 ８ ０ ０ か ら ８ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 主 要 波 長 を 有 す る 狭 い 帯 域 幅 の 非 レ ー ザ ー 光 で 患 部 を
照 射 す る 工 程 を 含 む 、 創 傷 ま た は 皮 膚 潰 瘍 を 治 療 す る 方 法 。
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【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 ８ １ ０ か ら ８ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 略 ８ ３ ０ ｎ ｍ で あ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 光 の 強 度 が 、 ０ ． １ か ら １ ０ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 １ ７ ～ ２ ２ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 光 の 強 度 が 、 １ か ら １ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 治 療 ま た は 治 療 セ ッ シ ョ ン の 総 光 線 量 が 、 ０ ． １ か ら ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、
請 求 項 １ ７ ～ ２ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 総 光 線 量 が 、 ０ ． ５ か ら １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ に 範 囲 に あ る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 ８ ０ ０ か ら ８ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 の 主 要 波 長 を 有 す る 狭 い 帯 域 幅 の 非 レ ー ザ ー 光 で 患 部 を
照 射 す る 工 程 を 含 む 、 疼 痛 を 軽 減 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 ８ １ ０ か ら ８ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 略 ８ ３ ０ ｎ ｍ で あ る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 光 の 強 度 が 、 ０ ． １ か ら １ ０ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 ２ ７ ～ ２ ９ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 光 の 強 度 が 、 １ か ら １ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 治 療 ま た は 治 療 セ ッ シ ョ ン の 総 光 線 量 が 、 ０ ． １ か ら ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、
請 求 項 ２ ７ ～ ３ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 総 光 線 量 が 、 ０ ． ５ か ら １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 ５ ６ ０ か ら ６ １ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 主 要 波 長 を 有 す る 狭 い 帯 域 幅 の 非 レ ー ザ ー 光 で 治 療 す べ
き 部 分 を 照 射 す る 工 程 を 含 む 、 皮 膚 の 光 若 返 り 治 療 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 ５ ７ ５ か ら ５ ９ ５ ｎ ｍ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 主 要 波 長 が 、 略 ５ ８ ５ ｎ ｍ で あ る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 光 の 強 度 が 、 ０ ． ０ １ か ら １ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 ３ ４ ～ ３ ６ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 強 度 が 、 ０ ． １ か ら ３ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 総 光 線 量 が 、 ０ ． ０ １ か ら ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 に あ る 、 請 求 項 ３ ４ ～ ３ ８ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 総 光 線 量 が 、 ０ ． １ か ら ３ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 に あ る 、 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 方 法
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。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 光 が 、 １ 個 ま た は そ れ 以 上 の 発 光 ダ イ オ ー ド に よ っ て 放 射 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ４ ０
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 光 が 、 パ ル ス 状 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 光 が 、 略 連 続 的 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 哺 乳 動 物 の 治 療 用 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 哺 乳 動 物 が 、 ヒ ト で あ る 、 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 哺 乳 動 物 が 、 ヒ ト 以 外 で あ る 、 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 略 ４ ０ ５ か ら ９ ０ ４ ｎ ｍ の 波 長 範 囲 内 の 多 色 光 を 放 射 す る よ う に 配 置 さ れ た 治 療 光 源 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 放 射 が 、 ６ ３ ３ 、 ６ ８ ０ 、 ま た は ７ ８ ０ ｎ ｍ の １ つ ま た は そ れ 以 上 の 波 長 で 、 実 質
的 な 強 度 を 有 す る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 光 源 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 放 射 が 、 ７ ５ ０ ｎ ｍ お よ び ／ ま た は ８ ９ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 、 請
求 項 ４ ７ ま た は ４ ８ に 記 載 の 光 源 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 放 射 が 、 ８ ８ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 、 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 、 請 求 項 ４ ７ ～ ４ ９ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 光 源 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 放 射 が 、 ８ ２ ０ お よ び ／ ま た は ８ ７ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 、 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 、 請 求
項 ４ ７ ～ ５ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 光 源 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 多 色 光 を 放 射 す る よ う に 配 置 さ れ た 個 別 の 発 光 ダ イ オ ー ド の ア レ イ を 含 む 、 請 求 項 ４ ７
～ ５ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 光 源 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 多 色 光 を 放 射 す る よ う に 配 置 さ れ た 発 光 ダ イ オ ー ド の ア レ イ を 複 数 含 み 、 該 複 数 の ア レ
イ の 配 置 を 使 用 者 が 調 節 す る こ と が で き る 、 請 求 項 ４ ７ ～ ５ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 光
源 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 複 数 の ア レ イ が 、 調 節 可 能 な ア ー ム に 取 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 ５ ３ に 記 載 の 光 源
。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 赤 外 光 お よ び 可 視 光 を 含 む 同 時 の イ ン コ ヒ ー レ ン ト 放 射 で 患 部 組 織 を 照 射 す る 工 程 を 含
む 、 創 傷 お よ び ／ ま た は 損 傷 組 織 の 治 癒 を 調 節 す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 放 射 が 、 略 ４ ０ ５ か ら ９ ０ ４ ｎ ｍ の 波 長 範 囲 内 の 多 色 光 を 含 む 、 請 求 項 ５ ５ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 放 射 が 、 ６ ３ ３ 、 ６ ８ ０ 、 ま た は ７ ８ ０ ｎ ｍ の １ つ ま た は そ れ 以 上 の 波 長 で 、 実 質
的 な 強 度 を 有 す る 、 請 求 項 ５ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 放 射 が 、 ７ ５ ０ ｎ ｍ お よ び ／ ま た は ８ ９ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 、 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 、
請 求 項 ５ ６ ま た は ５ ７ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ５ ９ 】
　 前 記 放 射 が 、 ８ ８ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 、 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 、 請 求 項 ５ ６ ～ ５ ８ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 創 傷 が 、 肥 大 ま た は ケ ロ イ ド 形 成 の 傾 向 が あ る 種 類 の も の で あ る 、 請 求 項 ５ ９ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 前 記 放 射 が 、 ８ ２ ０ お よ び ／ ま た は ８ ７ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 、 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 、 請 求
項 ５ ６ ～ ５ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 損 傷 組 織 が 、 遅 延 修 復 （ delayed repair） か ら 生 じ る 、 請 求 項 ６ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 組 織 が 、 静 脈 瘤 性 潰 瘍 で あ る 、 請 求 項 ６ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 前 記 放 射 が 、 ０ ． １ か ら ５ ０ ０ ｍ Ｗ ｃ ｍ － ２ の 総 強 度 を 有 す る 、 請 求 項 ５ ５ ～ ６ ３ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 前 記 放 射 が 、 １ か ら ５ ０ ｍ Ｗ ｃ ｍ － ２ の 総 強 度 を 有 す る 、 請 求 項 ６ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 治 療 １ 回 当 り の 総 放 射 量 が 、 ０ ． １ か ら ２ ０ ０ Ｊ ｃ ｍ － ２ で あ る 、 請 求 項 ５ ５ ～ ６ ５ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 治 療 １ 回 当 り の 総 放 射 量 が 、 ０ ． ５ か ら ２ ０ Ｊ ｃ ｍ － ２ で あ る 、 請 求 項 ６ ６ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 治 療 １ 回 当 り の 総 時 間 が 、 ０ ． ５ か ら ２ ０ 分 で あ る 、 請 求 項 ５ ５ ～ ６ ７ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 治 療 １ 回 当 り の 総 時 間 が 、 ２ か ら １ ０ 分 で あ る 、 請 求 項 ６ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
　 前 記 放 射 が 、 発 光 ダ イ オ ー ド の ア レ イ に よ っ て 放 出 さ れ る 、 請 求 項 ５ ５ ～ ６ ９ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ １ 】
　 低 強 度 の 紫 外 線 放 射 を 含 む 放 射 で 患 者 の 皮 膚 の 脱 色 部 分 を 照 射 す る 工 程 を 含 む 、 色 素 脱
失 皮 膚 疾 患 の 治 療 方 法 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
　 前 記 低 強 度 の 紫 外 線 放 射 が 、 ３ ６ ５ 、 ４ ０ ０ か ら ４ ２ ０ 、 お よ び ４ ３ ４ ｎ ｍ の 少 な く と
も １ つ の 波 長 で 、 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 、 請 求 項 ７ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
　 前 記 放 射 が 、 約 ６ ３ ０ ｎ ｍ ま た は ７ ６ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 、 実 質 的 な 強 度 を も 有 す る 、 請 求
項 ７ １ ま た は ７ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
　 低 強 度 の 赤 色 光 で 患 者 の 皮 膚 の 脱 色 部 分 を 照 射 す る 工 程 を 含 む 、 色 素 脱 失 皮 膚 疾 患 の 治
療 方 法 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
　 前 記 光 が 、 約 ６ ３ ０ ｎ ｍ ま た は ７ ６ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 、 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 、 請 求 項 ７
４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
　 前 記 放 射 の 総 強 度 が 、 ０ ． ０ ５ か ら １ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ で あ る 、 請 求 項 ７ １ ～ ７ ５ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ７ ７ 】
　 前 記 放 射 の 総 強 度 が ０ ． １ か ら ５ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ で あ る 、 請 求 項 ７ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
　 治 療 １ 回 当 り の 放 射 量 が ０ ． ０ １ か ら １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ で あ る 、 請 求 項 ７ １ ～ ７ ７ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
　 治 療 １ 回 当 り の 放 射 量 が ０ ． ０ ５ か ら １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ で あ る 、 請 求 項 ７ ８ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
　 照 射 の 工 程 前 に 脱 色 部 分 に 偽 カ タ ラ ー ゼ （ pseudocatalase） を 適 用 す る 工 程 を 含 む 、 請
求 項 ７ １ ～ ７ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ １ 】
　 前 記 皮 膚 疾 患 が 白 斑 で あ る 、 請 求 項 ７ １ ～ ８ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
　 ８ ２ ０ ｎ ｍ 、 ８ ７ ０ ｎ ｍ 、 ８ ８ ０ ｎ ｍ 、 お よ び ８ ９ ０ ｎ ｍ の 波 長 の 少 な く と も １ つ で 、
実 質 的 な ス ペ ク ト ル 強 度 を 有 す る イ ン コ ヒ ー レ ン ト 赤 外 線 放 射 で 患 部 組 織 を 照 射 す る 工 程
を 含 む 、 創 傷 お よ び ／ ま た は 損 傷 組 織 の 治 癒 を 調 節 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
発 明 の 分 野
　 本 発 明 は 、 光 感 作 物 質 を 用 い て ま た は 用 い ず に 、 光 を 使 用 し 、 特 に 、 但 し 限 定 さ れ な い
が 、 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） を 使 用 す る 美 容 ま た は 治 療 方 法 お よ び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 背 景
　 Ｕ Ｓ ２ ０ ０ ３ ／ ０ ０ ０ ４ ４ ９ ９ 号 は 、 創 傷 治 癒 お よ び し わ 除 去 の た め の Ｌ Ｅ Ｄ の 使 用 を
開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｅ Ｐ － Ａ － ０ ３ ２ ０ ０ ８ ０ 号 は 、 生 物 刺 激 の た め の Ｌ Ｅ Ｄ の 使 用 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 米 国 特 許 第 ６ ６ ０ ２ ２ ７ ５ 号 は 、 疼 痛 の 緩 和 お よ び 治 癒 の た め の Ｌ Ｅ Ｄ の 使 用 を 開 示 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｗ Ｏ ９ ５ ／ １ ９ ８ ０ ９ 号 パ ン フ レ ッ ト お よ び Ｗ Ｏ ９ ５ ／ １ ９ ８ １ ０ 号 パ ン フ レ ッ ト は 、
第 １ の 期 間 中 に パ ル ス 赤 外 光 を 、 第 ２ の 期 間 中 に 赤 色 光 を 放 出 す る 発 光 要 素 に よ っ て 創 傷
お よ び 痛 み を 治 癒 す る た め の デ バ イ ス を 開 示 し て い る 。 こ の 文 献 に よ れ ば 、 治 療 は 赤 外 光
の 後 に 可 視 光 の 順 で 行 わ れ る こ と が き わ め て 重 要 で あ る 。 発 光 要 素 は 、 デ ィ ス ク リ ー ト 赤
外 お よ び 赤 色 発 光 ダ イ オ ー ド を 含 む 。 あ る 実 施 例 に お い て 、 赤 色 放 射 は ６ ６ ０ ｎ ｍ で あ り
、 赤 外 放 射 は ９ ５ ０ ｎ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 創 傷 修 復 、 組 織 修 復 を 強 化 し 、 か つ ／ ま た は 光 若 返 り 治 療 お よ び し わ の 軽 減 な ど 美 容 上
の 皮 膚 科 治 療 の た め の 改 善 さ れ た 治 療 の 方 法 、 お よ び か か る 方 法 に お い て 使 用 す る た め の
デ バ イ ス を 獲 得 す る こ と が 望 ま し い で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 疼 痛 の 管 理 の た め の 改 善 さ れ た 治 療 の 方 法 、 お よ び か か る 方 法 に お い て 使 用 す る た め の
デ バ イ ス を 獲 得 す る こ と も 望 ま し い で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 色 素 脱 失 皮 膚 疾 患 の た め の 改 善 さ れ た 治 療 の 方 法 、 お よ び か か る 方 法 に お い て 使 用 す る
た め の デ バ イ ス を 獲 得 す る こ と も 望 ま し い で あ ろ う 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 白 斑 な ど 一 部 の 色 素 脱 失 皮 膚 疾 患 は 、 表 皮 か ら の メ ラ ニ ン 細 胞 の 喪 失 に よ っ て 特 徴 づ け
ら れ る が 、 こ れ は 結 果 と し て メ ラ ニ ン の 欠 乏 、 す な わ ち 色 素 脱 失 を も た ら す 。 白 斑 の 問 題
は 、 小 児 、 成 人 、 お よ び 妊 婦 に お い て 耐 容 性 良 好 な 、 か つ 色 素 脱 失 の 進 行 を 停 止 す る 治 療
が 存 在 す れ ば 本 質 的 に 解 決 さ れ る で あ ろ う 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
発 明 の 説 明
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 略 ６ １ ０ － ６ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 、 か つ 好 ま し く は 約 ６ ３
０ ｎ ｍ の 最 大 強 度 を 有 す る 波 長 の 光 で 患 部 を 照 射 す る こ と に よ る 光 若 返 り 治 療 、 し わ 除 去
、 お よ び ／ ま た は 創 傷 治 癒 の 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 略 ８ ０ ０ － ８ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 、 か つ 好 ま し く は 約 ８ ３
０ ｎ ｍ の 最 大 強 度 を 有 す る 波 長 の 光 で 患 部 を 照 射 す る こ と に よ る 光 若 返 り 、 し わ 除 去 、 創
傷 治 癒 お よ び ／ ま た は 疼 痛 軽 減 の 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ ま た は 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 放 射 の 強 度 は 、 ０ ． １ － １ ０ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲
、 好 ま し く は １ － １ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 で あ り う る 。 総 光 線 量 は 、 ０ ． １ － ２ ０ ０
Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 、 か つ 好 ま し く は ０ ． ５ － １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 で あ り う る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 に よ れ ば 、 略 ５ ５ ０ － ６ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 、 か つ 好 ま し く は 約 ５ ８
５ ｎ ｍ の 最 大 強 度 を 有 す る 波 長 の 光 で 患 部 を 照 射 す る こ と に よ る 光 若 返 り の 方 法 が 提 供 さ
れ る 。 こ れ は 、 ５ ７ ５ ｎ ｍ － ５ ８ ５ ｎ ｍ で の ヘ モ グ ロ ビ ン の 強 い 吸 収 帯 域 と 一 致 し た 波 長
を 有 す る 光 を 用 い る こ と に よ っ て エ ネ ル ギ ー の 吸 収 を 増 大 さ せ る 。 エ ネ ル ギ ー が 生 体 マ ト
リ ク ス に 有 効 に 結 合 さ れ る と 、 結 果 と し て 生 物 刺 激 が 起 こ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ 、 第 ２ 、 ま た は 第 ３ の 態 様 に よ れ ば 、 光 が パ ル ス 状 ま た は 連 続 的 で あ り う る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 態 様 の 各 々 は 、 内 因 的 ま た は 体 外 か ら 適 用 さ れ る 光 感 作 物 質 の 有 無 に よ る 年 代 的
に 老 化 し た 皮 膚 ま た は 光 に よ り 老 化 し た 皮 膚 の 光 若 返 り の た め に 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 、 第 ２ 、 ま た は 第 ３ の 態 様 は 、 し わ の 除 去 ま た は 軽 減 の た め に 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ の 態 様 は 、 例 え ば 、 乾 癬 の 光 力 学 的 治 療 中 な ど 他 の 臨 床 応 用 に お け る 疼 痛 効 果 や 、
負 傷 の 結 果 と し て の 疼 痛 の 軽 減 ま た は 管 理 の た め の た め に 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ ま た は 第 ２ の 態 様 は 、 損 傷 組 織 の 治 癒 の た め に 、 ス ポ ー ツ 関 連 負 傷 の 治 療 の た め に
、 ま た は 皮 膚 潰 瘍 の 治 療 の た め に 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の 態 様 の 各 々 は 、 動 物 、 特 に ヒ ト ま た は ヒ ト 以 外 の 哺 乳 動 物 を 治 療 す る た め に 使 用
さ れ う る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 に よ れ ば 、 略 ４ ０ ５ か ら ９ ０ ４ ｎ ｍ の 波 長 範 囲 内 の 多 色 放 射 で 患 部
を 照 射 す る こ と に よ っ て 創 傷 ま た は 組 織 損 傷 の 治 癒 を 促 進 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。 好 ま し
く は 、 放 射 は 、 Ｄ Ｎ Ａ ／ Ｒ Ｎ Ａ 合 成 を 刺 激 す る た め に 、 ６ ３ ３ 、 ６ ８ ０ 、 ま た は ７ ８ ０ ｎ
ｍ の １ つ も し く は そ れ 以 上 の 波 長 で 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 。 好 ま し く は 、 放 射 は 、 タ ン パ
ク 質 合 成 を 促 進 さ せ る た め に ７ ５ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 。 好 ま し く は 、 放
射 は 、 細 胞 増 殖 の 増 大 を も た ら す た め に 、 ８ ９ ０ ｎ ｍ で の 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 。 好 ま し
く は 、 放 射 は 、 線 維 芽 細 胞 増 殖 を 抑 制 す る た め に 、 ８ ８ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 実 質 的 な 強 度 を 有
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す る 。 あ る い は 、 放 射 は 、 刺 激 因 子 の 放 出 を 強 化 す る た め に 、 ８ ２ ０ ｎ ｍ お よ び ／ ま た は
８ ７ ０ ｎ ｍ で 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 態 様 に よ れ ば 、 低 強 度 の 紫 外 線 放 射 お よ び ／ ま た は 赤 色 光 で 患 者 の 皮 膚
の 脱 色 部 分 を 照 射 す る こ と に よ っ て 、 白 斑 な ど 色 素 脱 失 皮 膚 疾 患 を 治 療 す る 方 法 が 提 供 さ
れ る 。 好 ま し く は 、 低 強 度 の 紫 外 線 放 射 は 、 ３ ６ ５ 、 ４ ０ ０ － ４ ２ ０ （ 好 ま し く は ４ ０ ４
） 、 お よ び ４ ３ ４ ｎ ｍ の 少 な く と も １ つ の 波 長 で 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 。 好 ま し く は 、 赤
色 放 射 は 、 約 ６ ３ ０ ｎ ｍ ま た は ７ ６ ０ ｎ ｍ の 波 長 で 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の 態 様 の い ず れ か に よ れ ば 、 光 を 放 射 す る よ う に 配 置 さ れ た 発 光 ダ イ オ ー ド の ア レ
イ を 含 む 、 方 法 を 実 行 す る た め の 光 源 が 提 供 さ れ う る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 光 源 は 複 数 の ア レ イ を 含 み 、 複 数 の ア レ イ の 構 成 は 、 好 ま し く は 、 使 用 者
に よ っ て 調 節 可 能 で あ る 。 複 数 の ア レ イ は 調 節 可 能 な ア ー ム 上 に 取 付 け ら れ う る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 を 添 付 の 図 面 を 参 考 に し て 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
実 施 形 態 の 説 明
　 以 下 の 説 明 に お い て は 、 角 括 弧 の 文 献 は 説 明 の 末 尾 に お け る 文 献 の 部 に 見 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 光 生 物 学 の 第 １ 法 則 、 光 化 学 お よ び 光 物 理 学 の 科 学 に よ る と 、 吸 収 な し に 反 応 は あ り 得
な い と 述 べ ら れ て い る 。 し た が っ て 、 生 体 組 織 に ど の よ う な 特 定 の タ ー ゲ ッ ト が 目 的 と さ
れ て い る の か を 知 る こ と が 重 要 で あ る 。 例 え ば 、 わ れ わ れ の 皮 膚 を 形 成 す る コ ラ ー ゲ ン を
合 成 す る 線 維 芽 細 胞 と 呼 ば れ る 細 胞 を 標 的 と す る た め に は 、 赤 色 光 が 最 も 有 効 で あ る ［ Ｋ
ａ ｒ ｕ ］ 、 ［ Ｓ ｍ ｉ ｔ ｈ ］ 、 ［ Ａ ｂ ｅ ｒ ｇ ｅ ｌ ］ 。 こ れ は 、 創 傷 治 癒 お よ び 光 老 化 皮 膚 の
光 若 返 り に お け る コ ラ ー ゲ ン 形 成 を 促 進 す る 点 で 最 も 有 用 で あ る 。 創 傷 治 癒 の 第 １ の 炎 症
段 階 に お け る 白 血 球 お よ び 肥 満 細 胞 、 か つ 第 ２ の 増 殖 お よ び 早 期 の 第 ３ の リ モ デ リ ン グ 段
階 に お け る マ ク ロ フ ァ ー ジ 細 胞 な ど の 炎 症 プ ロ セ ス 細 胞 （ inflammatory process cells）
を タ ー ゲ テ ィ ン グ す る た め に は 、 約 ８ ３ ０ ｎ ｍ の 近 赤 外 光 が 最 も 有 効 で あ る ［ Ｋ ａ ｒ ｕ ］
、 ［ Ｙ ｏ ｕ ｎ ｇ ］ 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 各 波 長 は 生 細 胞 に お け る 特 定 の タ ー ゲ ッ ト を 持 ち 、 か つ こ れ ら の タ ー ゲ ッ ト は 発 色 団 、
ま た は 光 受 容 体 と し て 知 ら れ て い る 。 典 型 的 な 細 胞 は 、 細 胞 の 中 央 に Ｄ Ｎ Ａ を 含 む 核 を 有
し 、 母 細 胞 は 、 複 製 と し て 知 ら れ る 過 程 に お い て 該 Ｄ Ｎ Ａ か ら 同 様 の 娘 細 胞 を 構 成 す る こ
と が で き る 。 細 胞 の 周 り に は 、 細 胞 を 取 囲 み 、 外 部 環 境 か ら そ れ を 保 護 す る 細 胞 膜 が あ る
。 細 胞 内 の 流 体 は 細 胞 質 と 呼 ば れ 、 こ こ に は 多 く の 重 要 な 細 胞 内 小 器 官 、 例 え ば 、 リ ボ ソ
ー ム （ Ｒ Ｎ Ａ フ ァ ク ト リ ー ） 、 リ ソ ソ ー ム （ 酵 素 フ ァ ク ト リ ー ） 、 か つ 最 も 重 要 な の は 、
ミ ト コ ン ド リ ア （ 細 胞 の 最 強 グ ル ー プ 、 お よ び 細 胞 の 燃 料 で あ る ア デ ニ ン 三 リ ン 酸 （ Ａ Ｔ
Ｐ ） の 製 造 元 お よ び 調 節 因 子 な ど ） が 浮 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 の 実 施 形 態 に お い て は 、 特 定 の 波 長 お よ び 強 度 の 光 を 用 い て 細 胞 の 特 定 部 分 を タ ー
ゲ テ ィ ン グ し 、 有 利 な 効 果 を 得 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
可 視 赤 色 光 に よ る 治 療
　 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 患 部 は 、 略 ６ １ ０ － ６ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 、 か つ 好 ま し く は
約 ６ ３ ０ ｎ ｍ で 最 大 強 度 を 有 す る 可 視 赤 色 光 で 照 射 さ れ る 。 光 の 強 度 は 、 ０ ． １ － １ ０ ０
０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 、 か つ 好 ま し く は １ － １ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 で あ り う る 。 総
光 線 量 は ０ ． １ － ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 、 か つ 好 ま し く は ０ ． ５ － １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２

の 範 囲 内 で あ り う る 。 光 は パ ル ス ま た は 連 続 的 で あ り う る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 可 視 赤 色 光 に 対 し て は 、 ミ ト コ ン ド リ ア 内 部 に 主 要 な 光 受 容 体 、 す な わ ち 細 胞 の エ ネ ル
ギ ー レ ベ ル ま た は 代 謝 を 制 御 し 、 か つ レ ド ッ ク ス チ ェ ー ン と し て 知 ら れ る ミ ト コ ン ド リ ア
呼 吸 器 系 の 一 部 が 確 認 さ れ て い る 。 可 視 光 光 が レ ド ッ ク ス チ ェ ー ン に よ っ て 吸 収 さ れ る と
、 そ れ ら は そ の エ ネ ル ギ ー を 呼 吸 器 系 に 移 動 さ せ る 。 十 分 な 光 が 吸 収 さ れ る と 、 イ ベ ン ト
の 光 調 節 カ ス ケ ー ド が 細 胞 内 で 誘 発 さ れ 、 か つ 全 細 胞 の エ ネ ル ギ ー レ ベ ル が 劇 的 に 増 大 す
る 。 こ れ は 次 に は 外 膜 を 浸 透 性 に 変 化 さ せ 、 今 励 起 さ れ た 細 胞 は 、 そ の 細 胞 質 か ら の エ ネ
ル ギ ー 荷 電 粒 子 、 特 に カ ル シ ウ ム イ オ ン （ Ｃ ａ ２ ＋ ） お よ び プ ロ ト ン （ Ｈ ＋ ） を 他 の 隣 接
す る 細 胞 と 細 胞 外 環 境 を 介 し て 交 換 す る 。 し た が っ て 、 照 射 さ れ て い な い 細 胞 も 、 照 射 さ
れ た 細 胞 か ら の メ ッ セ ー ジ に よ っ て 励 起 さ れ る 。 こ う し て 、 タ ー ゲ ッ ト 細 胞 は 光 活 性 化 さ
れ 、 細 胞 の 複 製 が 迅 速 に 起 こ る か 、 ま た は 細 胞 は 刺 激 さ れ て そ の 機 能 を 十 分 に 果 た す よ う
に な る 。 例 え ば 、 光 調 節 線 維 芽 細 胞 は よ り 多 く よ り 良 い コ ラ ー ゲ ン 線 維 を 産 生 す る こ と に
な る 。 し た が っ て 、 可 視 赤 色 光 は 細 胞 の 内 部 か ら 外 部 へ 働 く と 言 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 美 容 治 療 方 法 を 提 供 し う る 。 こ の 方 法 は 、 内 因 的 ま た は 体 外 か ら 適 用 さ
れ る 光 感 作 物 質 の 有 無 の い ず れ か に よ る 老 化 ま た は 光 損 傷 皮 膚 の 光 若 返 り の た め に 適 切 で
あ る 。 こ の 方 法 は 、 し わ の 削 除 ま た は 除 去 の た め に 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
近 赤 外 光 に よ る 治 療
　 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 患 部 は 近 赤 外 光 、 好 ま し く は 略 ８ ０ ０ － ８ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲
内 、 か つ 好 ま し く は 約 ８ ３ ０ ｎ ｍ で 最 大 強 度 を 有 す る 波 長 の 光 で 照 射 さ れ る 。 光 の 強 度 は
、 ０ ． １ － １ ０ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 、 か つ 好 ま し く は １ － １ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲
内 で あ り う る 。 総 光 線 量 は ０ ． １ － ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 、 か つ 好 ま し く は ０ ． ５ －
１ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 で あ り う る 。 光 は パ ル ス ま た は 連 続 的 で あ り う る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 近 赤 外 光 （ ８ ０ ０ ｎ ｍ － ８ ８ ０ ｎ ｍ ） に 対 し て は 、 主 要 な 光 受 容 体 が 、 細 胞 の 外 膜 に お
い て 第 一 に 、 細 胞 内 小 器 官 の 膜 上 で 第 二 に 確 認 さ れ る 。 十 分 な エ ネ ル ギ ー が 吸 収 さ れ る と
、 細 胞 膜 の 浸 透 性 は 変 化 し 、 よ り 多 く の カ ル シ ウ ム イ オ ン お よ び プ ロ ト ン が 細 胞 質 で 生 じ
、 よ り 多 く の 光 が 細 胞 へ 浸 透 し 、 そ の 膜 上 で 直 接 作 用 す る こ と に よ り ミ ト コ ン ド リ ア の エ
ネ ル ギ ー レ ベ ル を 上 昇 し う る 。 し た が っ て 、 赤 色 可 視 光 光 の 場 合 と 同 じ で あ る が 、 異 な る
段 階 か ら 、 イ ベ ン ト の 光 カ ス ケ ー ド が 開 始 さ れ る 。 し た が っ て 、 同 じ 評 価 項 目 は Ｉ Ｒ 光 調
節 で 達 成 さ れ 、 す な わ ち 細 胞 増 殖 、 ま た は 細 胞 の 活 動 電 位 は 調 節 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｉ
Ｒ 光 は 細 胞 の 外 部 か ら 内 部 へ 働 き 、 次 い で 再 び 後 退 し て 出 る と 言 え る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 細 胞 が 特 定 の 光 受 容 体 を 有 す る と い う 事 実 に よ り 、 線 維 芽 細 胞 機 能 を 調 節
す る た め に は 赤 色 光 が 最 良 で あ る が 、 炎 症 管 理 に お け る 白 血 球 お よ び マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 か
つ 疼 痛 管 理 に お け る ニ ュ ー ロ ン （ 神 経 細 胞 ） の た め に は Ｉ Ｒ 光 が 最 良 で あ る 理 由 が 説 明 さ
れ る 。 し か し 、 Ｉ Ｒ 光 は 可 視 赤 色 光 よ り も は る か に 深 く 浸 透 し う る の で 、 Ｉ Ｒ 光 は 依 然 と
し て 線 維 芽 細 胞 に 対 す る 一 部 の ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ ｃ ｙ ｂ ｏ ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｔ ｏ ｒ ｙ 効 果 を 有 し 、 か
つ 赤 色 光 は 依 然 と し て 、 特 に よ り 表 面 的 に 位 置 し た 炎 症 お よ び 神 経 細 胞 に 対 す る 一 部 の ｐ
ｈ ｏ ｔ ｏ ｃ ｙ ｂ ｏ ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｔ ｏ ｒ ｙ 効 果 を 有 す る だ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 美 容 治 療 方 法 を 提 供 し う る 。 こ の 方 法 は 、 内 因 的 ま た は 体 外 か ら 適 用 さ
れ る 光 感 作 物 質 の 有 無 の い ず れ か に よ る 老 化 ま た は 光 損 傷 皮 膚 の 光 若 返 り の た め に 適 切 で
あ る 。 こ の 方 法 は 、 し わ の 削 除 ま た は 除 去 の た め に 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
疼 痛 管 理
　 光 は 神 経 細 胞 に 対 す る き わ め て 有 利 な 効 果 を 示 し 、 こ れ ら の 細 胞 に よ っ て 脳 へ 伝 え ら れ
る 疼 痛 を 遮 断 す る 。 諸 研 究 に よ り 、 レ ー ザ ー 光 が Ａ Ｔ Ｐ 依 存 Ｎ ａ Ｋ ポ ン プ の 活 性 を 増 大 さ
せ る こ と が 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 レ ー ザ ー 光 は 細 胞 膜 上 に 電 位 差 を 増 大 さ せ 、 さ ら に
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静 止 電 位 を 発 火 閾 値 か ら 移 動 さ せ 、 し た が っ て 、 神 経 終 末 感 度 を 減 少 さ せ る 。 あ ま り 理 解
さ れ て い な い 疼 痛 遮 断 機 序 に は 、 光 に よ る 刺 激 の 結 果 と し て 、 脳 、 副 腎 、 お よ び 他 の 部 分
か ら の エ ン ド ル フ ィ ン お よ び エ ン ケ フ ァ リ ン な ど 高 レ ベ ル の 痛 み 止 め 化 学 物 質 の 産 生 が 関
与 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 疼 痛 療 法 に お い て も 、 肩 、 肘 、 腰 、 膝 、 お よ び 足 関 節 な ど 主 要 な 関 節 へ 深 く 光 子 が 達 す
る た め に 、 赤 外 光 の 良 好 な 浸 透 は 光 子 の タ ー ゲ ッ ト 細 胞 へ の よ り 深 い 送 達 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し た が っ て 、 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 例 え ば 、 乾 癬 の 光 力 学 的 治 療 中 の 疼 痛 の 軽 減 ま た は 管
理 の た め に 、 他 の 臨 床 的 用 途 中 、 ま た は 損 傷 の 結 果 と し て の 鎮 痛 効 果 の た め に 使 用 さ れ う
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
創 傷 治 癒
　 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 の 波 長 お よ び 強 度 は 創 傷 治 癒 の た め に も 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 良 好 か つ 予 測 可 能 な 創 傷 治 癒 は 最 も 重 要 で あ る 。 し か し 、 時 々 、 創 傷 は し か る べ く 治 癒
す る こ と は な く 、 肥 厚 性 も し く は 萎 縮 性 瘢 痕 ま た は 慢 性 潰 瘍 化 を ひ き 起 こ し う る 。 形 成 外
科 医 に と っ て 、 こ れ ら は 受 け 入 れ 難 い 結 果 で あ る 。 創 傷 治 癒 の ３ 段 階 、 す な わ ち 炎 症 段 階
、 増 殖 段 階 、 お よ び リ モ デ リ ン グ 段 階 が あ る 。 創 傷 治 癒 関 連 細 胞 は 、 光 療 法 の 主 要 な タ ー
ゲ ッ ト で あ る 。 創 傷 治 癒 と 関 連 し た 明 確 な 細 胞 周 期 が あ る 。 炎 症 段 階 に お い て は 、 肥 満 細
胞 お よ び 多 形 核 白 血 球 は 最 も 早 く ピ ー ク に 達 し 、 炎 症 段 階 の 終 了 に よ っ て ほ ぼ 完 全 に 減 少
す る 。 マ ク ロ フ ァ ー ジ に 転 換 す る 単 球 も 第 １ の 段 階 中 に 出 現 し 、 十 分 に 第 ２ の 段 階 へ 入 る
ま で 分 化 マ ク ロ フ ァ ー ジ 細 胞 と し て 多 量 に 残 存 す る 。 一 部 の マ ク ロ フ ァ ー ジ 細 胞 は リ モ デ
リ ン グ 段 階 中 に も 依 然 と し て 確 認 さ れ る 。 創 傷 に す で に 存 在 し 、 ま た は 創 傷 に 引 付 け ら れ
た 周 皮 細 胞 か ら 分 化 し た 線 維 芽 細 胞 は 、 過 程 の 約 ２ 日 目 か ら 出 現 し 始 め 、 増 殖 段 階 中 に ピ
ー ク に 達 す る 。 多 く が こ の 段 階 の 終 了 に 向 か っ て 筋 線 維 芽 細 胞 転 換 を 示 し 、 大 部 分 が 次 第
に ８ ０ か ら １ ０ ０ 日 後 に 不 活 性 線 維 芽 細 胞 へ 転 換 し 、 創 傷 治 癒 の 過 程 へ 入 る 。 調 査 に よ り
、 入 射 光 線 エ ネ ル ギ ー の 特 定 の 波 長 が 特 定 の 細 胞 タ ー ゲ ッ ト を 有 す る こ と が わ か っ て い る
。 細 胞 タ ー ゲ ッ ト の 波 長 特 異 性 は 、 イ ン ビ ト ロ レ ベ ル で 大 い に 解 明 さ れ て い る 。 イ ン ビ ト
ロ デ ー タ ［ Ａ ｂ ｅ ｒ ｇ ｅ ｌ ］ 、 ［ Ｋ ａ ｒ ｕ ］ 、 ［ Ｓ ｍ ｉ ｔ ｈ ］ 、 お よ び ［ Ｙ ｏ ｕ ｎ ｇ ］ は
、 可 視 赤 色 光 線 エ ネ ル ギ ー が 線 維 芽 細 胞 の 活 動 電 位 の 上 昇 に 対 す る 最 大 の 効 果 を 有 す る が
、 肥 満 細 胞 脱 顆 粒 、 多 核 白 血 球 に 対 し て も 顕 著 な 効 果 を 有 し 、 単 核 マ ク ロ フ ァ ー ジ 細 胞 に
対 し て は そ れ ほ ど の 効 果 を 有 さ な い こ と を 示 す 。 そ れ ら は 、 ８ ３ ０ ｎ ｍ が 肥 満 細 胞 の 脱 顆
粒 を 促 進 さ せ る 点 で き わ め て 有 効 で あ り 、 白 血 球 お よ び マ ク ロ フ ァ ー ジ 細 胞 の 活 動 電 位 を
顕 著 に 上 昇 さ せ る こ と も 示 す 。 し か し 、 ８ ３ ０ ｎ ｍ は 線 維 芽 細 胞 の 活 動 電 位 を 上 昇 さ せ る
点 で あ ま り 有 効 で は な い が 、 線 維 芽 細 胞 の 筋 線 維 芽 細 胞 へ の 転 換 を 促 進 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 創 傷 治 癒 は 、 組 織 損 傷 の 直 後 に 始 ま る 複 雑 な 生 化 学 過 程 で あ る 。 凝 固 過 程 は 、 低 酸 素 圧
お よ び 血 小 板 血 栓 の 形 成 に よ っ て 特 徴 づ け ら れ る 。 マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 多 形 核 好 中 球 、 お よ
び リ ン パ 球 が 残 屑 お よ び 感 染 管 理 の た め に 炎 症 段 階 中 に 出 現 し 、 線 維 増 殖 、 新 脈 管 形 成 、
お よ び 再 上 皮 形 成 の た め に 成 長 因 子 が 分 泌 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 の 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 損 傷 組 織 、 ス ポ ー ツ 関 連 損 傷 、 ま た は 皮 膚 潰 瘍 化
の 治 癒 の た め に 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
５ ８ ５ ｎ ｍ に よ る 光 若 返 り
　 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て は 、 患 部 は 黄 色 光 、 好 ま し く は 略 ５ ６ ０ － ６ １ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内
、 か つ 好 ま し く は 約 ５ ８ ５ ｎ ｍ ± １ ０ ｎ ｍ の 最 大 強 度 を 有 す る 波 長 の 光 で 照 射 さ れ る 。 光
の 強 度 は 、 ０ ． ０ １ － １ ０ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 、 か つ 好 ま し く は ０ ． １ － ３ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ
ｍ ２ の 範 囲 内 で あ り う る 。 総 光 線 量 は ０ ． ０ １ － ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 、 か つ 好 ま し
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く は ０ ． １ － ３ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲 内 で あ り う る 。 光 は パ ル ス ま た は 連 続 的 で あ り う る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 黄 色 光 （ ５ ６ ０ ｎ ｍ － ６ １ ０ ｎ ｍ ） に 対 し て 、 主 要 な 光 受 容 体 が ヘ モ グ ロ ビ ン の 主 要 な
吸 収 帯 域 で 確 認 さ れ る 。 十 分 な 光 子 が 吸 収 さ れ る と 、 イ ベ ン ト の 光 調 節 カ ス ケ ー ド が 細 胞
内 で 誘 発 さ れ 、 か つ 全 細 胞 の エ ネ ル ギ ー レ ベ ル が 劇 的 に 増 大 す る 。 今 励 起 さ れ た 細 胞 は 、
そ の 細 胞 質 か ら の エ ネ ル ギ ー 荷 電 粒 子 、 特 に カ ル シ ウ ム イ オ ン （ Ｃ ａ ２ ＋ ） お よ び プ ロ ト
ン （ Ｈ ＋ ） を 他 の 隣 接 す る 細 胞 と 細 胞 外 環 境 を 介 し て 交 換 す る 。 し た が っ て 、 照 射 さ れ て
い な い 細 胞 も メ ッ セ ー ジ に よ っ て 励 起 さ れ る と 、 そ れ ら は 照 射 細 胞 か ら 得 ら れ る 。 し た が
っ て 、 タ ー ゲ ッ ト 細 胞 は 光 活 性 化 さ れ 、 細 胞 の 複 製 が 迅 速 に 起 こ る か 、 ま た は 細 胞 は 刺 激
さ れ て そ の 仕 事 を 十 分 に こ な す よ う に な る 。 し た が っ て 、 可 視 赤 色 光 線 と 同 様 に 、 黄 色 光
は 細 胞 の 内 部 か ら 外 部 へ 働 く と 言 え る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 美 容 治 療 方 法 を 提 供 し う る 。 こ の 方 法 は 、 内 因 的 ま た は 体 外 か ら 適 用 さ
れ る 光 感 作 物 質 の 有 無 の い ず れ か に よ る 老 化 ま た は 光 損 傷 皮 膚 の 光 若 返 り の た め に 適 切 で
あ る 。 こ の 方 法 は 、 し わ の 削 除 ま た は 除 去 の た め に 使 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
多 色 光
　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 は 、 例 え ば 、 皮 膚 に 浸 透 し 、 細 胞 膜 お よ び ミ ト コ ン ド リ ア に お
け る 光 受 容 体 に よ っ て 吸 収 さ れ る ４ ０ ５ ｎ ｍ － ９ ０ ４ ｎ ｍ の 波 長 範 囲 内 の 非 コ ヒ ー レ ン ト
多 色 可 視 お よ び 赤 外 光 を 用 い る 創 傷 ま た は 損 傷 組 織 の 治 癒 に 関 す る 。 光 子 は 生 化 学 反 応 を
ひ き 起 こ し 、 一 重 項 酸 素 、 細 胞 シ ト ク ロ ム 、 お よ び 一 時 的 な フ リ ー ラ ジ カ ル 産 生 を 刺 激 す
る が 、 こ れ は 結 果 と し て プ ロ ト ン 勾 配 の 形 成 を も た ら し 、 こ れ に よ り 生 理 的 変 化 が 促 進 さ
れ 、 疼 痛 の 停 止 お よ び 炎 症 の 軽 減 、 か つ 創 傷 お よ び 組 織 修 復 に お け る 改 善 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ［ Ａ ｇ ａ ｉ ｂ ｙ ］ は 、 創 傷 治 癒 の 細 胞 成 分 の 光 子 刺 激 に 対 す る 反 応 性 を 示 し た 。 細 胞 エ
ネ ル ギ ー お よ び 組 織 酸 化 の 増 大 、 微 小 循 環 の 増 大 、 お よ び 成 長 因 子 な ど の 特 殊 な シ グ ナ ル
タ ン パ ク 質 の 合 成 は 、 光 子 に よ っ て 影 響 さ れ る こ と が 示 さ れ て お り 、 こ れ が 創 傷 治 癒 の 促
進 を も た ら し う る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 微 小 循 環 の 増 大 は 結 果 と し て 、 新 し い 毛 細 血 管 お よ び 新 し い 血 管 の 増 大 を も た ら し 、 損
傷 し た も の に 取 っ て 代 わ る 。 こ れ は 、 血 管 が 老 廃 物 除 去 の 増 大 に 加 え て 治 癒 に 必 要 な よ り
多 く の 酸 素 お よ び 栄 養 素 を 送 達 し う る た め 治 癒 過 程 の 増 大 に つ な が る 。 コ ラ ー ゲ ン の 刺 激
は 、 損 傷 組 織 を 修 復 し 、 か つ 古 い 組 織 を 置 換 す る 身 体 能 力 を 増 大 さ せ る 。 ア デ ノ シ ン 三 リ
ン 酸 （ Ａ Ｔ Ｐ ） の 刺 激 は 、 全 細 胞 へ の エ ネ ル ギ ー の 輸 送 を 起 動 す る 。 Ａ Ｔ Ｐ の 増 加 は 細 胞
に よ る 栄 養 素 の 吸 収 、 お よ び 老 廃 物 処 理 を 増 大 さ せ る 。 リ ン パ 系 活 動 の 増 大 が 、 リ ン パ 血
管 径 お よ び リ ン パ 流 量 の 増 大 に よ っ て も た ら さ れ う る 。 し た が っ て 、 本 発 明 者 は 、 創 傷 治
癒 お よ び ／ ま た は 組 織 修 復 の 調 節 が 、 赤 外 お よ び 可 視 光 に よ っ て 同 時 に 創 傷 ま た は 損 傷 組
織 を 照 射 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る こ と を 完 全 に 理 解 し た 。 静 脈 径 お よ び 動 脈 径 も 同 様
に し て 増 大 さ れ う る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 組 織 内 の 光 受 容 体 に よ る 赤 外 光 の 吸 収 は 、 シ グ ナ ル 変 換 お よ び 増 幅 を も た ら し 、 最 終 的
に 光 反 応 が 生 じ る 。 赤 外 線 お よ び 長 波 長 可 視 光 は 呼 吸 鎖 （ す な わ ち 、 フ ラ ビ ン デ ヒ ド ロ ゲ
ナ ー ゼ 、 シ ト ク ロ ム 、 お よ び シ ト ク ロ ム オ キ シ ダ ー ゼ ） の 成 分 に よ っ て 吸 収 さ れ 、 こ れ ら
は 呼 吸 鎖 の 活 性 化 を も た ら す と と も に 、 ミ ト コ ン ド リ ア と 細 胞 質 の 両 方 の レ ド ッ ク ス 状 態
の 変 化 を ひ き 起 こ す Ｍ Ａ Ｓ プ ー ル の 酸 化 を も た ら す 。 こ れ は 同 様 に 膜 浸 透 性 ／ 輸 送 に 対 す
る 効 果 を 有 し 、 Ｎ ａ ’ ／ Ｈ ’ 比 の 変 化 お よ び Ｎ ａ ’ ／ Ｋ ’ － Ａ Ｔ Ｐ ａ ｓ ｅ 活 性 の 増 大 を 伴
い 、 こ れ は 同 様 に Ｃ ａ ＋ ＋ フ ラ ッ ク ス に 対 す る 効 果 を 有 す る 。 Ｃ ａ ＋ ＋ フ ラ ッ ク ス は 環 状
ヌ ク レ オ チ ド の レ ベ ル に 影 響 を 及 ぼ す が 、 こ れ は 細 胞 増 殖 を 調 節 す る （ す な わ ち 、 生 物 刺
激 ） Ｄ Ｎ Ａ お よ び Ｒ Ｎ Ａ 合 成 を 調 節 す る 。 赤 外 光 は 、 生 物 刺 激 を も た ら す 分 子 イ ベ ン ト の
全 カ ス ケ ー ド の 約 中 間 で 膜 レ ベ ル で の 反 応 を （ お そ ら く Ｃ ａ ＋ ＋ チ ャ ン ネ ル に 対 す る 光 物
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理 的 効 果 に よ り ） 開 始 さ せ る が 、 長 波 長 可 視 光 は 、 お そ ら く ミ ト コ ン ド リ ア に お け る 酵 素
を 光 活 性 化 す る こ と に よ っ て 、 分 子 イ ベ ン ト の カ ス ケ ー ド を 開 始 さ せ 、 光 反 応 を も た ら す
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 創 傷 治 癒 お よ び 組 織 修 復 に 関 与 す る 光 生 化 学 過 程 は 、 作 用 ス ペ ク ト ル に よ っ て 左 右 さ れ
る 。 ［ Ｂ ｅ ａ ｕ ｖ ｏ ｉ ｔ ］ は 、 ミ ト コ ン ド リ ア が 、 シ ト ク ロ ム ａ ａ ３ 、 シ ト ク ロ ム オ キ シ
ダ ー ゼ 、 お よ び 他 の ミ ト コ ン ド リ ア 発 色 団 に よ り 、 組 織 吸 収 係 数 の ５ ０ ％ お よ び ７ ８ ０ ｎ
ｍ で 散 乱 す る 光 の １ ０ ０ ％ を 供 給 す る こ と を 明 ら か に し て い る 。 ［ Ｋ ａ ｒ ｕ 　 ８ ９ ］ は 、
６ ３ ３ 、 ６ ８ ０ 、 お よ び ７ ８ ０ ｎ ｍ の 波 長 で の 放 射 に よ る Ｒ Ｎ Ａ ／ Ｄ Ｎ Ａ 合 成 の 増 大 の ピ
ー ク 、 ７ ５ ０ ｎ ｍ で の タ ン パ ク 質 合 成 の 増 大 、 お よ び ８ ９ ０ ｎ ｍ で の 細 胞 増 殖 の 増 大 を 明
ら か に し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 赤 外 光 は 、 数 セ ン チ メ ー ト ル の 深 さ に 浸 透 し う る が 、 こ れ は 骨 、 関 節 、 筋 等 の 全 層 治 療
を よ り 有 効 に さ せ る 。 マ ク ロ フ ァ ー ジ は 多 く の 種 類 の 細 胞 の 活 動 を 抑 制 ま た は 強 化 し う る
。 異 な る 波 長 の 光 は 、 上 記 の 効 果 を ひ き 起 こ す 因 子 を 放 出 す る マ ク ロ フ ァ ー ジ の 能 力 に 影
響 を 及 ぼ す 。 し た が っ て 、 赤 外 光 療 法 は 創 傷 修 復 の 調 節 因 子 と し て 大 き な 潜 在 的 能 力 を 有
す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ つ の 実 施 形 態 に お い て は 、 肥 大 ま た は ケ ロ イ ド 形 成 の 傾 向 の あ る 創 傷 が 、 線 維 芽 細 胞
活 動 を 抑 制 す る 抑 制 因 子 （ 例 え ば 、 プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン ） の 放 出 を 刺 激 す る 波 長 で 治 療 さ
れ る 。 イ ン ビ ト ロ 試 験 で は 、 ８ ８ ０ ｎ ｍ 光 が 線 維 芽 細 胞 増 殖 に 対 す る 抑 制 効 果 を 有 し た こ
と が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 別 の 実 施 形 態 に お い て は 、 例 え ば 、 遅 延 修 復 に よ る 問 題 の １ つ で あ る 、 静 脈 瘤 性 潰 瘍 な
ど の 症 例 に 適 用 可 能 な 、 刺 激 因 子 （ 例 え ば 、 モ ノ カ イ ン ） の 放 出 を 強 化 す る 波 長 が 適 用 さ
れ 、 肉 芽 組 織 の 活 性 お よ び 進 展 を 促 進 す る 。 イ ン ビ ト ロ 試 験 で は 、 ８ ２ ０ ｎ ｍ お よ び ８ ７
０ ｎ ｍ 光 が 刺 激 性 で あ っ た こ と が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 ４ の 実 施 形 態 は 、 皮 膚 の 美 容 治 療 方 法 に も 適 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
色 素 脱 失 皮 膚 疾 患 の 治 療
　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 は 、 紫 外 線 （ Ｕ Ｖ ） ま た は 近 Ｕ Ｖ 光 を 用 い る 色 素 脱 失 皮 膚 疾 患
の 治 療 の 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 低 強 度 の Ｕ Ｖ 照 射 は 、 メ ラ ニ ン 細 胞 の 増 殖 の た め に メ ラ ノ サ イ ト 遊 走 お よ び 増 殖 、 か つ
マ イ ト ジ ェ ン 放 出 を 刺 激 し 、 白 斑 な ど 色 素 脱 失 に お け る 再 色 素 沈 着 を 誘 発 す る た め の 微 環
境 を 提 供 し う る ［ Ｔ ｊ ｉ ｏ ｅ ］ 。 ３ ６ ５ 、 ４ ０ ４ 、 お よ び ４ ３ ４ ｎ ｍ で の Ｒ Ｎ Ａ ／ Ｄ Ｎ Ａ
合 成 ／ 刺 激 作 用 ス ペ ク ト ル に お け る き わ め て 高 感 度 の （ 近 ） 紫 外 線 ピ ー ク が あ り ［ Ｋ ａ ｒ
ｕ 　 ８ ９ ］ 、 こ れ は 結 果 と し て 少 な く と も ４ ５ ０ 、 ５ ６ ０ 、 お よ び ６ ３ ０ ｎ ｍ で 必 要 と さ
れ る も の よ り 低 い 規 模 （ す な わ ち 、 ５ ０ ０ － ５ ， ０ ０ ０ Ｊ ／ ｍ ２ に 対 し て ５ － ５ ０ Ｊ ／ ｍ
２ ） で の 線 量 を も た ら し う る 。 さ ら に 、 Ａ Ｔ Ｐ の 刺 激 増 大 に 対 応 す る 約 ７ ６ ０ ｎ ｍ の ピ ー
ク が あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 ５ の 実 施 形 態 に お け る 治 療 の 方 法 に お い て は 、 治 療 す べ き 患 者 の 体 外 の 患 部 （ 例 え ば
、 創 傷 ま た は 損 傷 組 織 ） が 、 好 ま し く は １ ～ ５ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ で あ る が 、 ０ ． １ ～ ５ ０ ０
ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ で あ り う る 強 度 で １ つ も し く は そ れ 以 上 の 適 切 な 波 長 に 曝 露 さ れ る 。 適 切 な
治 療 線 量 範 囲 は ０ ． ５ か ら ２ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ で あ る が 、 ０ ． １ か ら ２ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 範 囲
で あ り う る 。 治 療 時 間 は 好 ま し く は ２ 分 か ら １ ０ 分 の 範 囲 で あ る が 、 ０ ． ５ 分 か ら ３ ０ 分
の 範 囲 で あ り う る 。 治 療 コ ー ス は 、 ０ ． ５ 日 か ら ７ 日 の 間 隔 で ３ ０ 回 ま で の 治 療 で 構 成 さ
れ う る 。
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【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 ５ の 実 施 形 態 に お け る 治 療 の 方 法 に お い て は 、 偽 カ タ ラ ー ゼ （ ｐ ｓ ｅ ｕ ｄ ｏ ｃ ａ ｔ ａ
ｌ ａ ｓ ｅ ） （ 例 え ば 、 Ｓ Ｅ Ｓ デ ル マ （ ス ペ イ ン 、 バ レ ン シ ア （ Ｖ ａ ｌ ｅ ｎ ｃ ｉ ａ ） ） の Ｖ
ｉ ｔ ｉ ｓ ｅ ｓ （ 商 標 ） ） を １ 日 ２ 回 適 用 し 、 脱 色 患 者 に お い て し ば し ば 見 ら れ る 低 カ タ ラ
ー ゼ 活 動 を 起 動 す る こ と が で き る 。 過 剰 な 偽 カ タ ラ ー ゼ は 光 の 適 用 直 前 に 除 去 さ れ る 。 患
者 の 皮 膚 の 脱 色 部 分 が 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ ５ ０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ で あ る が 、 ０ ． ０ ５ ～ １ ０
０ ｍ Ｗ ／ ｃ ｍ ２ で あ り う る 強 度 で １ つ も し く は そ れ 以 上 の 適 切 な 波 長 に 曝 露 さ れ る 。 適 切
な 治 療 線 量 範 囲 は ０ ． ０ １ か ら １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ で あ る が 、 ０ ． ０ ５ か ら １ ０ ０ Ｊ ／ ｃ ｍ
２ の 範 囲 で あ り う る 。 治 療 時 間 は 好 ま し く は ０ ． ５ 分 か ら １ ０ 分 の 範 囲 で あ る が 、 ０ ． １
分 か ら ３ ０ 分 の 範 囲 で あ り う る 。 治 療 コ ー ス は 、 １ 日 か ら ７ 日 の 間 隔 で １ ０ ０ 回 ま で の 治
療 で 構 成 さ れ う る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
装 置
　 上 記 の 実 施 形 態 に お け る 使 用 に 適 し た 装 置 は 図 １ か ら 図 ４ に 示 さ れ て い る 。 治 療 光 源 は
、 土 台 ２ 、 多 関 節 ア ー ム ４ 、 お よ び 発 光 ヘ ッ ド ６ を 含 む 。 土 台 ２ は 、 電 力 を 発 光 ヘ ッ ド ６
に 供 給 す る 電 源 ３ 、 お よ び ヘ ッ ド ６ へ の 電 力 の 供 給 を 制 御 す る た め の コ ン ト ロ ー ラ ー ５ を
含 有 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ は 、 ヘ ッ ド が ス イ ッ チ オ ン と な り 、 発 光 す る 間 隔 を 決 定 す る
ス イ ッ チ を 制 御 す る た め の ス イ ッ チ お よ び タ イ マ ー を 含 む 。 ヘ ッ ド は 間 隔 に わ た っ て 連 続
的 に ス イ ッ チ オ ン さ れ 、 ま た は コ ン ト ロ ー ラ ー ５ に よ っ て 制 御 さ れ る 周 期 性 お よ び 負 荷 サ
イ ク ル で パ ル ス オ ン お よ び オ フ さ れ う る 。 間 隔 、 周 期 性 、 お よ び 負 荷 サ イ ク ル は 、 キ ー パ
ッ ド お よ び デ ィ ス プ レ イ ス ク リ ー ン （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 使 用 者 に よ っ て コ ン ト ロ ー ラ ー
５ へ プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 多 関 節 ア ー ム ４ は 、 ヒ ン ジ 式 の 継 手 ７ ａ に よ っ て 土 台 ２ に 接 続 さ れ 、 別 の ヒ ン ジ 式 の 継
手 ７ ｂ お よ び ７ ｃ に よ っ て そ の 長 さ に そ っ て 関 着 さ れ 、 適 所 に お け る 十 分 な 自 由 度 お よ び
ヘ ッ ド ６ の 角 度 が 得 ら れ る 。 ア ー ム ４ は 、 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ か ら ヘ ッ ド ６ へ の 電 源 コ ネ ク
タ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ヘ ッ ド ６ は 、 図 ２ ａ に よ っ て よ り 詳 し く 示 さ れ て い る よ う に 、 並 ん で 配 置 さ れ 、 ヒ ン ジ
９ ａ 、 ９ ｂ 、 ９ ｃ に よ っ て そ の 端 で 接 続 さ れ た ４ 枚 の 長 方 形 の パ ネ ル ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ 、
６ ｄ で 構 成 さ れ て い る 。 各 パ ネ ル ６ は 、 そ の 前 面 に お い て 、 デ ィ ス ク リ ー ト 発 光 ダ イ オ ー
ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の 対 応 す る マ ト リ ク ス ８ ａ 、 ８ ｂ 、 ８ ｃ 、 ８ ｄ を 有 す る 。 図 ２ ｂ に 示 さ れ て
い る よ う に 、 パ ネ ル ６ ａ － ６ ｂ は 、 あ る 角 度 に 曲 げ ら れ 、 Ｌ Ｅ Ｄ に よ っ て 放 出 さ れ る 光 Ｌ
が 治 療 す べ き 患 者 の 部 分 に 集 中 す る よ う に 、 凹 面 を 形 成 し う る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ３ は 、 マ ト リ ク ス ８ に お け る Ｌ Ｅ Ｄ の 物 理 的 配 置 を 示 す が 、 図 ４ は Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ 間 の 一
連 の 並 列 電 気 接 続 を 示 す 。 直 流 （ Ｄ Ｃ ） 電 圧 ＋ Ｖ は 、 電 力 が ヘ ッ ド ６ に 供 給 さ れ る と マ ト
リ ク ス 上 に 加 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ は 、 ６ １ ０ か ら ６ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 、 か つ 好 ま
し く は 略 ６ ３ ０ ｎ ｍ で の 狭 い ス ペ ク ト ル で 発 光 す る 。 例 え ば 、 ピ ー ク 発 光 は ６ ２ ５ ～ ６ ３
５ ｎ ｍ で あ り う る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ は 、 ８ ０ ０ か ら ８ ８ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 、 か つ 好 ま
し く は 略 ８ ３ ０ ｎ ｍ で の 狭 い ス ペ ク ト ル で 発 光 す る 。 例 え ば 、 ピ ー ク 発 光 は ８ １ ０ ～ ８ ５
０ ｎ ｍ で あ り う る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ は 、 ５ ５ ０ か ら ６ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 、 か つ 好 ま
し く は 略 ５ ８ ５ ｎ ｍ で の 狭 い ス ペ ク ト ル で 発 光 す る 。 例 え ば 、 ピ ー ク 発 光 は ５ ７ ５ ～ ５ ９
５ ｎ ｍ で あ り う る 。
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【 ０ ０ ６ ６ 】
　 第 ４ の 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ は 、 赤 色 お よ び 近 赤 外 ス ペ ク ト ル 、 例 え ば 、 略
６ ６ ０ － ９ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で 発 光 す る 。 Ｌ Ｅ Ｄ は Ｇ ａ Ａ １ Ａ 基 板 物 質 を 有 し う る 。 １ つ の
然 る べ き 種 類 の Ｌ Ｅ Ｄ が Ｏ ｓ ｒ ａ ｍ （ 商 標 ） パ ー ツ 番 号 （ ｐ ａ ｒ ｔ 　 ｎ ｏ ． ） Ｓ Ｆ Ｈ ４ ２
８ ９ で あ り 、 そ の 発 光 ス ペ ク ト ル は 図 ５ に 示 さ れ て い る 。 こ の ス ペ ク ト ル は ８ ８ ０ ｎ ｍ で
ピ ー ク を 有 す る 。 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ は ２ つ も し く は そ れ 以 上 の 種 類 で あ り う る が 、 そ の う ち 少 な
く と も １ つ は ス ペ ク ト ル の 赤 外 範 囲 で 発 光 し 、 ま た １ つ は 赤 色 範 囲 で 発 光 し う る 。 両 方 の
種 類 は い っ し ょ に ス イ ッ チ を 入 れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 好 ま し く は 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ の 結 合 発 光 ス ペ ク ト ル は 、 第 １ か ら 第 ４ の 実 施 形 態 に 関 連 し て
上 記 の 波 長 の １ つ 、 ま た は 好 ま し く は ２ つ 以 上 で 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 第 ５ の 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ は 、 近 Ｕ Ｖ ス ペ ク ト ル で 実 質 的 に 発 光 ス ペ ク ト
ル を 有 す る 紫 外 線 （ Ｕ Ｖ ） 放 出 Ｌ Ｅ Ｄ で あ る 。 こ れ ら の Ｌ Ｅ Ｄ は 、 Ｉ ｎ Ｇ ａ Ｎ も し く は Ｇ
ａ Ｎ ま た は Ｉ ｎ Ｇ ａ Ｎ Ｓ ｉ Ｃ 基 板 材 料 を 有 し う る 。 １ つ の 然 る べ き 種 類 の Ｌ Ｅ Ｄ が 、 ４ ０
０ － ４ １ ０ ｎ ｍ で ピ ー ク を 有 し 、 か つ 図 ６ に 示 さ れ て い る 発 光 ス ペ ク ト ル を 有 す る Ｈ ｅ ｒ
ｏ （ 商 標 ） パ ー ツ 番 号 （ ｐ ａ ｒ ｔ 　 ｎ ｏ ． ） Ｈ Ｕ Ｖ Ｌ ４ ０ ０ － ３ １ ５ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ は ２ つ も し く は そ れ 以 上 の 異 な る 種 類 で あ り う る が 、 そ の 両 方 は い っ し ょ に
ス イ ッ チ を 入 れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 好 ま し く は 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ０ の 結 合 発 光 ス ペ ク ト ル は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 関 連 し て 上 記 の 波
長 の １ つ 、 ま た は 好 ま し く は ２ つ 以 上 で 実 質 的 な 強 度 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 は 、 単 に 一 例 と し て 提 示 さ れ て い る 。 他 の 変 形 は 、 上 記 の 説 明 か ら 明 ら
か で あ ろ う が 、 い ず れ に よ せ 以 下 の 請 求 項 の 範 囲 内 に あ り う る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 治 療 光 源 を 示 す 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 各 々 Ｌ Ｅ Ｄ マ ト リ ク ス を 有 す る パ ネ ル を 示 す 治 療 光 源 の 発 光 ヘ ッ ド の 正 面 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 照 明 の 方 向 を 示 す 発 光 ヘ ッ ド の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｌ Ｅ Ｄ マ ト リ ク ス の １ つ を 示 す 立 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 各 Ｌ Ｅ Ｄ マ ト リ ク ス の 一 連 の 並 列 配 置 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に お い て 使 用 す る た め の Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光 ス ペ ク ト ル で あ る
。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に お い て 使 用 す る た め の Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光 ス ペ ク ト ル で あ る
。

【 図 １ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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【要約の続き】
または８７０ｎｍで実質的な強度を有する。白斑などの色素脱失皮膚疾患を治療する方法が、低強度の紫外線放射で
患者の皮膚の脱色部分を照射する工程を含む。好ましくは、低強度の紫外線放射は、３６５、４００－４２０、およ
び４３４ｎｍの少なくとも１つの波長で実質的な強度を有する。好ましくは、放射は、約６３０ｎｍまたは７６０ｎ
ｍの波長で実質的な強度をも有する。放射は、光を放射するように配置されたディスクリート発光ダイオードのアレ
イによって供給されうる。
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